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Ｉ．まえがき 
 第四紀地殻変動は，測地変形，地形（活断層地形，活褶曲地形，海成段丘，河成段丘，浸食小起

伏面，山地高度），地層・地質構造などに記録されていく。河成段丘の比高にもとづく鉛直地殻変動

の復元は，新潟県における沖積段丘の広域的研究にはじまる（高野ほか，1968）。河成段丘は下流部

ではおもに海面変動に，中上流部ではおもに岩屑の供給・運搬に応じて形成され，ともに気候条件

に支配される（Dury, 1959, pp. 90-93；貝塚，1969）。したがって，鉛直地殻変動量をより正確に

見積もるためには，同様の気候条件下で形成された河川縦断形を相互に比較する必要がある（吉永・

宮寺，1986；貝塚，1987）。それには，間氷期の谷底平地を比較する BV（Buried Valley）法，氷期

の段丘面を比較する TT（Terrace to Terrace）法，および氷期の埋没谷を比較する BB（Bottom to 

Bottom）法が知られている（吉山・柳田，1995）。 

 本研究では，鳥取県東部の千代川流域において，①河谷の地形特性と②河成段丘面の分布・対比

を明らかにし，③BV 法（吉山・柳田，1995）にしたがって鉛直地殻変動を見積もり，④山頂部の小

起伏面と総合して，中国脊梁山地の形成プロセスを考察することを目的とした。調査範囲としては，

河口～智頭間では千代川本流沿いに，智頭から上流では土師川沿いに，東西 8km・南北 30km の範囲

を選んだ（図１）。調査範囲をこのように設定したのは，千代川本流が智頭よりも上流側で東方へ大

きく湾曲しているために，中国脊梁山地に直交する方向での鉛直変動量の変化を解明するには南北

方向の千代川-土師川河谷が好適であるからである。  

  

Ⅱ．千代川河谷の地形 

 千代川は，沖ノ山 (標高 1,319m)から西流した後，智頭から一路北流し，鳥取平野を潤して日本

海に注ぐ。流域面積 1,190km2，流路長 52km の急勾配河川であり，流域-流出特性や改修史は建設省

中国地方建設局鳥取工事事務所（1978）に詳しい。以下では，河谷の狭窄部，流域の地質構成，河

川縦断形などに注目して，千代川-土師川河谷の地形を概観する。 
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河谷狭窄部と地質構成 
 千代川-土師川河谷には４つの狭窄部が存在し，それ

らを下流側から第１～第４狭窄部とよぶことにする

（図１）。各狭窄部の上流側では主要な支流が合流する

とともに，海岸平野（鳥取平野）や幅広い谷底平地（河

原平地，用瀬平地および智頭平地）が形成されている。

千代川-土師川河谷の各中心街（鳥取，河原，用瀬，お

よび智頭）は，これらの平野・平地の土地利用を基盤

にして，また，交通の要衝として立地している。  

 狭窄部の形成にもっとも重要な役割をはたしたのは

千代川-土師川河谷の地質構成であろう。というのは，

狭窄部はいずれも，周辺に比べて耐食性が大きい岩石

で構成されているからである（図１）。すなわち第１狭

窄部では，河口両岸に砂丘砂に覆われた古第三紀火成

岩類が，第２狭窄部には円通寺礫岩砂岩泥岩層（浅野

ほか，2012a）が，第３および４狭窄部には花崗岩貫入

岩体の周縁相やホルンフェルス化した三郡変成類が，

それぞれ分布している。 

 第２狭窄部の右岸側にひろがる円通寺礫岩砂岩泥岩

層（浅野ほか，2012a）は，扇状地や蛇行河川-氾濫原

の堆積物である。この部層のなかで，狭窄部に分布す

るのは扇頂相～扇央相である（浅野ほか，2012b）。両

相の巨礫や大礫を含む粗粒礫岩層は耐食性が大きく，

地形的にも高峻な霊石山（標高 333.5m）をかたちづく

っている。さらに，霊石山山塊の南東麓に沿って山上

断層が存在し，その変位による山塊側の傾動隆起（桑

村・矢野，2011）も第２狭窄部の形成に関わっている

可能性がある。 

 

河川縦断形 
 千代川-土師川河谷の縦断形には，３つの顕著な遷急

点がみられ（図２），下流側から遷急点 A, B および C

とよぶことにする。もっとも上流側の遷急点 C は，土

師川と千代川の合流点に位置することから，本流との

合流に由来する遷急点であろう。遷急点AおよびBは，

それぞれ第３および第４狭窄部に対応する。両遷急点

付近では，河床に三郡変成岩類（ホルンフェルス化）

や用瀬花崗岩（周縁急冷相）が露出し，岩盤河床区間

になっている。これらの耐食性岩石が遷急区間の遡上

（村主・早川，2009）を困難にさせていることが，遷

 
図１ 千代川-土師川河谷の地形-地質構造。

地質分布は赤木・岡田（1981）を簡略化。第

四紀河川堆積物の分布外縁は山麓線で表示。 
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急点AおよびBの直接的な形成要因と

みられる。ちなみに，第１・第２狭窄

部には顕著な遷急点がみられない。 

それは，岩盤河床が河川堆積物に埋積

されて，河川縦断形が平衡化している

からであろう。 

 狭窄部を上流側からみると，両側か

ら山脚が迫り，河谷幅が急に狭まって

いる（図３）。大洪水時に狭窄部によ

る"堰き上げ"が起きると，河川の流下

能力が低下し，上流側の平野や平地で

洪水被害を拡大する。著例が，1912

年（大正元年）9 月 22 日台風による

大水害である。この水害では，第１狭

窄部での堰き上げが加わったために，

鳥取平野の全域が氾濫被害を被った

（建設省中国地方建設局鳥取工事事

務所，1978 の第５-2-10 図）。 

 

千代川河谷の地形特性 
 千代川河谷は，狭窄部を境に４つ

の河川区間に区分される（図１）。各

河川区間では，上流側に比べて下流

部で河谷の地形起伏が小さく，谷底

平地が広い。そして，第１～第４区

間を全体として比較しても，下流側

ほど河谷の地形起伏が小さくなるい

っぽう，谷底平地の面積は増大し，

鳥取平野で最大になっている。 

 このような一般的傾向からみると，

用瀬平地はいくぶん小規模である。

それは，第３河川区間では，花崗岩

体が第４区間にくらべて小規模で，

しかも，耐食性の大きい三郡変成岩

類の分布に遮られて右岸側に支流が

発達していないからである（図１）。

ちなみに，小畑（1991）も別の観点

から千代川河谷の縦断形に４つの区

間を認めているが，区分基準や位置

は異なっている。 

図２ 千代川～土師川の河川縦断形 

 

図３ 千代川-土師川河谷の狭窄部。A：第１狭窄部（鳥取市賀露-

浜坂），B：第２狭窄部（鳥取市河原），C：第３狭窄部（鳥取市用

瀬），D：第４狭窄部（智頭町市ノ瀬）。 
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図３ 千代川-土師川河谷の狭窄部。A：第１狭窄部（鳥取市賀露-

浜坂），B：第２狭窄部（鳥取市河原），C：第３狭窄部（鳥取市用

瀬），D：第４狭窄部（智頭町市ノ瀬）。 
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 第３および第４狭窄部に露出する耐食性岩石は，その下流端での差別浸食によって遷急点を形成

するとともに，遷急点の下流側での活発な下刻作用は，急峻で狭隘な河谷地形をかたちづくってい

る。同時に，耐食性岩石は局所的浸食基準面を形成して，それらの上流側での下刻作用を制約する

とともに，側刻作用を促進して用瀬および智頭平地をかたちづくっている。  

 土師川の本川合流に起因する遷急点 C を除くと，千代川-土師川河谷の河川縦断形は，第３および

第４狭窄部に相当する遷急点 Aと遷急点 Bによって３つの指数曲線区間に区分される（図２）。いっ

ぽう，第１・第２狭窄部は河川堆積物に覆われて，前述のとおり遷急点は存在しない。これらの事

実は，千代川下流部における後氷期海水準上昇にともなう埋積作用（Dury，1959；貝塚，1969）の

遡及限界が第２河川区間内に位置することを物語っている。 

 千代川-土師川河谷の地形は，以上のように，耐食性岩石の分布に制約された４つの狭窄部と２つ

の遷急点（C を除く）の存在によって特徴づけられ，それらは，流域の地質構成と下流部における

海面変動性河床変動に由来する。  

 

Ⅲ．河成段丘の区分 

 千代川流域における第四系に関する研究は，下流部の鳥取平野とその周辺を中心にすすめられて

きた（豊島，1955；山名，1964；成瀬，1967；山陰第四紀研究グループ，1969；赤木ほか，1970；

赤木，1972；中国地方基礎地盤研究会，1995；玉尾・矢野，2008；など)。山陰第四紀研究グループ

（1969）・赤木ほか（1970）・赤木（1972）は鳥取平野南縁の山麓部に海抜 20m あまりの津ノ井面を

認め，大山中部火山灰層に覆われることから，下末吉期に形成されたことを明らかにした。この段

丘を構成する津ノ井粘土層は海岸部の湯山層（いわゆる古砂丘）に対比され，千代川流域に発達す

る段丘の形成史を解明するうえで重要な手がかりになることを指摘した。 

 千代川流域の河成段丘は全般に小規模で，比高が小さく，段丘堆積物の露出が乏しいために，段

丘面の区分・対比・編年には大きな困難がともなう。これまでに，千代川中〜上流域の河成段丘に

関する研究としては，地質図幅（村山ほか，1963；山田，1966；上村ほか，1979；赤木・岡田，1981）

における分布記載のほか，八東川・私都川流域における２件の研究（森岡・松本，1984；桑村・矢

野，2011）が知られているにすぎない。  

 本研究では，空中写真（1964 年，1974 年撮影），1:5,000 地形図（国土地理院発行国土基本図，

鳥取県発行森林基本図，鳥取市発行都市計画図）および旧版地形図を判読し，現地調査を実施して，

千代川-土師川河谷に分布する段丘

の区分・分布・対比を明らかにした。

その結果，段丘面は低位のものから，

向国安面・河原面・木原面・長瀬面・

埴師面・穂見面・天木面・板井原面

群に区分されることが明らかになっ

た（図４，図５，および図６）。 

  

向国安面 
 向国安面は最低位の段丘面で（図

４），模式域は鳥取市向国安（図５-2）
 

図４ 千代川-土師川河谷の段丘模式図。数値：現河床との比高（m） 
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である。下流側から服部，国安，向国安，袋河原，釜口，用瀬，市瀬，智頭などに断続的に分布し，

現河床からの比高は 3～5 m である。段丘面は平滑で，上位の河原面との境界をなす段丘崖は，平面

的にみると緩やかに湾曲していて，河道形状に類似することから，向国安面は浸食段丘であると判

断される。  

 空中写真・旧版地形図・古絵図などにもとづくと，鳥取平野には多数の旧河道が復元される（図

５-1～-3：田中，2008；野村，2011）。詳細な対比は困難であるが，これらの旧河道や平野下の埋没

河道の一部も向国安面に相当する地形面であろう。  

 

河原面 
 河原面は向国安面の上位の段丘面で（図４），模式域は鳥取市河原（図５-3）である。千代川-土

師川河谷の全体にわたって比較的連続的に分布する（図５-1～7，図６）。 

 下流部（第１河川区間）の河原面は，鳥取平野の北部にひろがる氾濫原や南部を占める千代川・

袋川・野坂川の扇状地を形成している堆積面である。この堆積面は小規模な支流に入り込み，山麓

  

図６ 千代川-土師川および赤波川沿いの段丘縦断形。鳥取平野地下における最終氷期埋没谷深度はボーリン

グ資料および図８にもとづく。 
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線は複雑な形状を示す。ただし鳥取平野北東縁では山麓線の概形が直線的で，湯所・立川断層によ

る構造規制を被っている（玉尾・矢野，2008）。 

 いっぽう，第２河川区間よりも上流側や野坂川・有富川などの支流河谷では，河原面は，現河床

からの比高が 5～10 m の段丘面を形成する。段丘面は平滑で，上位面を下刻する段丘崖の平面形状

は緩やかに湾曲していて，中～上流域では河原面が浸食面であることを示している。 

 

木原面 
 木原面は河原面の上位の段丘面で（図４），智頭町木原(図５-6)を模式域とする。下流側から，佐

貫・釜口・鷹狩・家奥・宮原・三田・木原・山田・西宇塚などに断続的に分布し（図５，図６），現

河床からの比高は 5～25 m である。段丘面は扇状地状の起伏をもち，段丘面の平面的分布（山麓線）

は支谷に複雑に入り込み，木原面が堆積段丘であることを示している。  

 

長瀬面 
 長瀬面は木原面の上位の段丘面で（図４），智頭町長瀬(図５-7)を模式域とする。下流側から，稲

常・山手・佐貫・釜口・家奥・川中・長瀬・東宇塚などに断続的に分布し（図５，図６），現河床か

らの比高は 10～35 m である。段丘面は扇状地状の起伏を示すとともに，支谷に入り込み，また，鳥

取市用瀬町家奥では層厚 12m 以上に達する網状河川堆積層がみられる（図７）。これらの事実は，長

瀬面が堆積段丘であることを物語っている。 

 

埴師面 
 埴師面は長瀬面の上位の段丘面で（図４），智頭町埴師(図５-7)を模式域とする。下流側から，曳

田・佐貫・用瀬・埴師・東宇塚などに断続的に分布し（図５，図６），現河床からの比高は 20～45 m

である。段丘面は扇状地状の起伏をもち，支谷に入り込み，埴師面が堆積段丘であることを示す。 

  

穂見面 
 穂見面は埴師面の上位の段丘面で（図４），智頭町穂見(図５-6)を模式域とする。下流側から，古

郡家・用瀬・金屋・智頭・穂見・天木・

土居などに小分布し，上流部では支谷

内に残存する（図５，図６）。現河床か

らの比高は 20～110 m で，平滑・緩傾

斜の段丘面は穂見面が浸食面であるこ

とを示す。 

  

天木面 
 天木面は穂見面の上位の段丘面で

（図４），模式域は智頭町天木（図５-7）

である。第 4 河川区間に限られて，天

木・土居周辺の支谷に小分布し（図５），

支流の段丘縦断線を投影すると，土師

川の現河床からの比高は 90～140m と

 
  

図７ 長瀬面の段丘堆積物（鳥取市用瀬町家奥）。層厚 12m 以上

に達する網状河川堆積物で，かつては家奥谷川の谷口に扇状地

を形成していた。スケール：写真中央のやや左にハンマー。 
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見積もられる。段丘面の詳細な形状は不明であるが，残存する段丘面は平滑・緩傾斜であることか

ら，天木面は浸食面であると推測される。  

 

板井原面群 
 板井原面群は用瀬町板井原～上板井原（図５-5, -6）を模式域とし，赤波川の海抜 300m にみられ

る顕著な遷急点の上流側に分布する（図６）。板井原面群は，相互の比高が比較的小さい６つの段丘

面からなり，いずれも平滑・緩傾斜の浸食面である。 

 遷急点よりも上流側の板井原～上板井原の赤波川は著しく緩勾配になり，「旧輪廻の谷」（豊島，

1982）と考えられる。板井原面群の縦断形（図６）には，下位の２面（板井原面群１）と上位の４

面（板井原面群２）の間に相違がみられ，かつては海抜 390m 付近にも遷急点が存在したことが示唆

される。この遷急点を境に，指数曲線状の縦断形を示す２つの河川区間を"前輪廻性河川１"および"

前輪廻性河川２"とよぶことにする（図６）。  

 

Ⅳ．河成段丘の編年と対比 

 千代川-土師川河谷に分布する段丘の形成年代に関するデータはきわめて限られている。ここでは，

これまでに得られているデータにもとづいて河成段丘の編年を試み，千代川の支流である八東川・

私都川流域ならびに鳥取県北東部沿岸域の塩見川・小田川・蒲生川流域の河成段丘と対比案を提示

する。 

 

段丘の編年 
 千代川-土師川河谷において編年に用いた資料は，河成段丘の分布・新旧関係・地形面の形状・段

丘縦断形（図４～図６）のほか，鳥取平野の地下地質（田中，2008；国土交通省国土地盤情報検索

サイト KuniJiban），津ノ井面の年代学的データ（山陰第四紀研究グループ，1969；赤木ほか，1970；

赤木，1972）である。 

（１）鳥取平野の地下地質 

 鳥取平野における縄文海進期の海成シルト層の分布南限は，鳥取市河原町布袋でのボーリング

Bv-7（東経 134°12' 30.4000"，北緯 35° 25' 40.7000"，孔口標高 16.07m，総掘進長 21.00m：図 5-2）ま

でひろがっている（国土地盤情報検索サイト KuniJiban）。そこでは貝化石を含む黒灰色シルト層が

海抜 2.97～0.57m に，その下位にラビンメント堆積物（ravinement deposits）とみられる細砂層が

海抜 0.57～0.17m で掘削された。両層は，上・下位の中礫（含大礫）礫層にはさまれている。

 黒灰色シルト層における貝化石産出上限高度，貝化石が示す古水深，圧密量のデータがえられて

いないために詳細は不明であるが，縄文海進期の最高海面高度は +3m 前後と推測される。この推

測値は，10ka 以降の連続的データがえられている大阪湾や多摩川低地での値+3～+5m（前田，1980；
太田，2001）とも調和的である。

 同様の海成シルト層は鳥取平野のほぼ全域にわたって分布し，多数のボーリング地点で貝化石の

産出が報告されている（図８）。海成シルト層と"洪積礫層"との間には層厚 0.3～0.8m の礫まじり中

粒～粗粒砂層が挟在し，広く追跡される。この礫まじり砂層は，ボーリング資料に「水に飽和」「ル

ーズ」などと記載されているように泥質基質に乏しく，また，いくつかのボーリング資料には貝化

石の産出が報告されている。このような層序・層相的特徴をもつ礫まじり砂層はラビンメント堆積

物であり，それらの基底面が海進面（ravinement surface：Nunmedar and Swift, 1987）であると
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推論される。 

 海進面の等深線図（図８）には多くの埋没谷がみられ，上流側延長は千代川や支流の河谷に連続

する。いっぽう下流側へは，最大谷が支谷を合流し，その深度は現在の千代川河口付近で-35m に達

する。以上の事実にもとづくと，図８に示される埋没谷は，縄文海進に先立つ大規模な海面低下期，

すなわち最終氷期（MIS 2）における千代川水系の開析谷（incised valley）であると推論される。

ちなみに，本稿で使用する海洋酸素同位体ステージの名称やピーク年代・境界年代は Lisiecki and 

 

図８ 鳥取平野における最終氷期の埋没谷（田中，2008）。276 地点でのボーリング資料に認定した縄文海進期

の海進面（ravinement surface：Nummedal and Swift, 1987）にもとづく。地形図は，国土地理院発行 1：25,000

地形図「鳥取北部」「鳥取南部」。 
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Raymo（2005）[LR04 Benthic Stack, http://www.lorraine-lisiecki.com/stack.html]にしたがい，MIS 1 のピ

ーク年代は Oba and Irino（2012）によった（表１）。 

（２）向国安面・河原面・木原面の年代 

 鳥取平野にみられる最終氷期の千代川埋没谷を上流へ延長すると，緩勾配の現河床・向国安面・

河原面と斜交し，木原面に連続する（図６）。木原面は現河床から 5～25m の比高をもつ堆積段丘で

あり，上流部では現河床に収れんする。下流部での開析谷と中流部における堆積段丘の組み合わせ

からなるこのような縦断形は，氷期における一般的河床形状（Dury, 1959；貝塚，1969）に相当す

る。以上のような最終氷期の埋没谷との連続性や段丘縦断形などにもとづくと，木原面が最終氷期

（MIS 2）に形成されたことは確実であろう。 

 河原面は，下流部では鳥取平野にひろがる氾濫原や扇状地を構成する堆積面であり，縄文海進に

ともなう海成シルト層を被覆する河川堆積物で構成されている（図６）。いっぽう，中～上流部では，

現河床との比高が 5～15m の侵食段丘を形成している。したがって，河原面は縄文海進（MIS１）に

つづく高海水準期に形成された地形面であると判断され，段丘縦断形も間氷期に一般的な河床形状

（Dury, 1959；貝塚，1969）を示す。 

 向国安面は河原面を開析する侵食段丘であり，下流部では鳥取平野における多数の埋没河道や旧

河道に連続するとみられることから（図５・図６），縄文海進後のいくつかの海面低下期に形成され

たと推測される。向国安面と埋没河道・旧河道との対比・編年の詳細は今後の課題として残される。 

（３）穂見面の年代 

 山陰第四紀研究グループ（1969）・赤木ほか（1970）は，前述のとおり，鳥取平野南縁山麓部の美

和周辺に大山中部火山灰層に覆われる津ノ井面（海抜約20m）を認め，その形成期を下末吉期と推定

した。さらに赤木（1972）は，津ノ井面を上位面（海抜20～40m）と下位面（海抜15m前後で，北へ

緩傾斜）に区分し，ともに大山中部火山灰層に覆われることを明らかにした。あわせて，上位面を

下末吉期に対比し，低位面は武蔵野期に対比される可能性を示唆した。低位面の構成層に含まれる

粘土層にはPicea maximowiczii, Chamaecyparis obtuse, Styrax sp., Juglans sp.などを産し，ヒノキ材

化石からは14C年代＞31,200y.b.p.が報告されている（赤木ほか，1970）。ちなみに，大山中部火山灰

層に含まれる大山倉吉軽石DKPの降下年代は≧55kaとされ（町田・新井，2003），下位面の形成年代

はMIS 4（57～71ka：Lisiecki and Raymo, 2005）である可能性が想定される。 

 美和周辺に分布する津ノ井面の上位面（赤木，1972）は，平坦な段丘面形状や段丘高度分布の連

続性にもとづくと，本稿で区分された段丘群のうちでは穂見面に対比される（図６）。いっぽう，下

位面は山麓扇状地状の地形面であり，段丘高度分布からみて長瀬面あるいは埴師面に対比される可

能性があり（図６），図５-2 では長瀬面として表示されている。赤木（1972）の指摘のとおり，津

ノ井面の上・下位面は千代川流域における段丘形成史の解明にきわめて重要な手がかりになるもの

であり，千代川中・上流域における段丘堆積物のより詳細な対比・編年が待たれる。 

 

鳥取県東部における段丘の対比 
 鳥取県東部に広く分布する小規模・低比高河成段丘群のうち，これまでに調査が進められた千代

川-土師川河谷（図４・図５），千代川支流の八東川・私都川（桑村・矢野，2011），および岩美町周

辺の塩見川・小田川・蒲生川（稗田・矢野，2012）の河成段丘については，段丘面の性状や編年に

もとづくと，表１のような対比案をうることができる。 

 河原面（図４・図６）と長谷面（稗田・矢野，2012）は，ともに縄文海進（MIS 1）につづく高海
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水準期堆積体が構成する

地形面であり，米岡面と

河原面は地理的連続性が

確認された同一面である

（図５と桑村・矢野，2011

の図２・図 10）。木原面

（図４・図６）と米岡面

（桑村・矢野，2011）も

同一地形面であり，最終

氷期（MIS 2）に形成され

た段丘面である。法正寺

面も同準の段丘面であるが（稗田・矢野，2012），長瀬面や埴師面に相当するより高位の地形面が混

在している可能性もあり，いっそうの検討が必要である。長瀬面は万代寺面（桑村・矢野，2011）

に連続する地形面であり，鳥取平野南縁の津ノ井面の下位面（赤木，1972）に対比される場合には，

MIS 4 の寒冷期に形成された可能性がある。穂見面と洗井面（稗田・矢野，2012）は，ともに下末

吉期（最終間氷期：MIS 5.5）に形成されたと考えられる。 

 段丘面の形状や段丘縦断形をみると，河原面・長谷面ならびに穂見面・洗井面はいずれも，段丘

面が平滑で，段丘縦断形は現河床に類似した間氷期に一般的な河床形状を示す。いっぽう，木原面

と法正寺面はともに，下流部での開析谷と中流部における堆積段丘の組み合わせからなる氷期に一

般的な河床縦断形を示す。以上のように，表１の対比・編年案は，段丘縦断形や段丘面の形状とも

調和的である。 

 「旧輪廻の谷」に形成された板井原面群（図６）や唐川面（稗田・矢野，2012）の形成年代は不

明であるが，いずれも，各河川におけるもっとも顕著な遷急点の形成以前に遡ることは確実である。

「旧輪廻の谷」は，赤波川や塩見川・小田川のみならず，鳥取県東部の各地にみられ，山頂小起伏

面を開析した浅くて狭長な小規模河谷を形成している（豊島，1955, 1982）。したがって，板井原面

群や唐川面は，かつての小起伏面が隆起を開始し，多数の小規模河川によって下刻されはじめた頃

の地形面であろう。それらは鳥取県東部の地形発達史のなかでも比較的初期段階を記録する地形面

であり，広域テフラをはじめ段丘堆積物にもとづく形成年代の解明が期待される。 

 

Ⅴ．第四紀後期の鉛直地殻変動 

 ここでは，これまでに得られたデータにもとづいて，第四紀後期の鉛直地殻変動量を見積もると

ともに，山頂部の小起伏面と総合して中国脊梁山地の形成プロセスを考察する 

 

段丘面の比高分布 
 最終間氷期（MIS 5.5）と縄文海進期（MIS 1）の最高海水準はほぼ同一高度にあったことが広く

認められるようになり，MIS 5.5 の古海面高度は安定大陸における多くの海成段丘高度から+5～+6m

であったと推定されている（太田，1994）。 

 河原面と穂見面の形成時における海水準もほぼ同じ高度にあり，両間氷期において千代川-土師川

河谷の流況が大きくは違っていなかったとすれば，両面の縦断線はほぼ重なるはずである。ところ

が実際には，両面の間に最大数 10m に達する高度差が認められる（図６）。このような比高が生じた

表１ 鳥取県東部における河成段丘の対比. MIS：海洋酸素同位体ステージ。 
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のは，穂見面の形成後，河原面が形成されるまでの約 12 万年間に進行した地殻変動の結果であると

考えるほかはなさそうである。このような２つの間氷期段丘の比高にもとづいて，ある期間の鉛直

地殻変動量を見積もるのが BV 法（吉山・柳田，1995）である。 

 千代川-土師川河谷における MIS 5.5～MIS 1 の約 12 万年間における鉛直地殻変動量を見積もるた

めに，鳥取県全体の平均的海岸線方位（N86°E）に対する垂線方向（N4°W-S4°E）に，河原面と穂見

面の海抜高度を投影した（図９-A）。その際，投影方向を海岸線の平均的方位としたのは，鳥取県の

海岸線がかなり直線的で，広域的地殻変動の運動軸を代表していると考えられるからである。 

 千代川-土師川の流路が湾曲しているために，投影された河原面の高度分布とそれらを連ねた河床

縦断線（破線）にはいくつかの顕著な屈曲が現れている（図９-A）。穂見面の分布が著しく限られて
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鳥取県東部における山地形成過程 
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図９ 千代川-土師川河谷における河原面と穂見面の投影断面図（A）と比高分布（B）。投影線の方向は

N4°W-S4°E
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10～30km 区間で 1.4°，および 30～50km 区

間で 0.57°と計測される（図 10-C）。中国脊

梁山地の南縁部では海抜 1,000～1,200m の

定高性山稜がみられ（図 11），"道後山面"

（Nishimura, 1963）あるいは"脊梁平坦面"

（多井，1975）とよばれる。豊島（1955）

によれば，脊梁山地頂部にほぼ水平にひろ

がっているこれらの小起伏面は「山陰側で

はかなり急傾斜に低下し相当解析のすすん

だ 500m 以下の侵食面に接続」している（図

10-A, -B）。日本海沿岸には，北へ緩く傾斜

した小起伏面や主稜線がひろく発達し，そ

の典型が島根県中部の石見高原である（図 12）。 

 鳥取県東部の地形投影断面（図 10-B）のうち，0～10km 区間については，岩美町蒲生川流域にお

ける BV 法によって，最近の約 12 万年間（MIS 5.5～MIS 1）における平均傾動速度 3.3°/106y がす

でに求められている（稗田・矢野，2012：図 10-C）。いっぽう 10～30km 区間については，前述のと

おり千代川-土師川河谷における同期間の平均傾動速度 1.3°/106y が求められた。これらの値が示す

南北方向での傾動速度変化は，接峰線の傾斜変化（図 10-B）と定性的には調和的である。 

 しかし，山地の傾動開始年代を単純計算すると，0～10km 区間で 0.61Ma［=2°/(3.3°/106y)］であ

るのに対し，10～30km 区間では 1.08Ma［=1.4°/(1.3°/106y)］となる（図 10-C）。算出された 0.61Ma

および 1.08Ma という年代値については，今後，幅広い観点から検討される必要がある。たとえば，

これらの年代値はともに，傾動運動開始年代の最小値と理解され，実際の開始年代はさらに遡るも

のと推測される。というのは，小起伏面を形成した準平原時代には，地殻変動が起きていたとして

もきわめて微弱であったはずで，その後，唐突として，このような速度の傾動運動がはじまったと

は考え難いからである。いずれにしても，得られた２つの年代値は，日本列島の地形起伏が第四紀

後期に急増したという大方の見解（飯島・加々美，1961；Uozumi, 1967，星野，1970；藤田，1970；

Matsuda and Uyeda, 1971；藤田，1978；Von Hune et al., 1980；矢野，1983, 2009b；鎮西・町田，

  

図 10 千代川-土師川河谷周辺における山地地形。（A）地形景観［鳥取市下味野から東方を望む］，（B）地形投

影断面図［断面線は図 13 の破線枠内］，および（C）傾動速度・傾動開始年代の見積もり。 

  

図 11 中国脊梁山地南縁部の定高性山稜。山稜の海抜高

度は 1,000～1,200m。岡山県津山市大ヶ山から，南東を

望む。
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2001；岡田，2004；など）と調和的である。 

 蒲生川流域に比べて千代川-土師川河谷で見積もられた傾動開始年代がかなり古く，逆に傾動速度

が相対的に小さいことの原因として,現在のところ，次の２つの可能性のいずれか,あるいは,両者の

組み合わせが考えられる。 

（1）BV 法の問題：BV 法は,最終間氷期(MIS 5.5)と縄文海進期(MIS 1)の河川縦断形が類似している

ことを拠り所にしている(吉山・柳田,1995)。しかし,河川の上流部では,BV 法で求められた隆起量

が TT 法に比べて小さくなる傾向にあるという。それは,最終氷期以降の 1 万年ほどでは上流部は平

衡状態に至らず,しばしば遷急点が存在し,現在も下刻が進行中であることに起因するとみられてい

る。千代川-土師川河谷の場合も,遷急点を含む中流域に BV 法が適用されたために,このようなケー

スに該当した可能性が考えられる。いっぽうで,最終間氷期にあらゆる河川が平衡に達した保証はな

く,基盤岩の耐食性に由来する千代川-土師川河谷の遷急点 A・B は最終間氷期(MIS 5.5)に存在して

いた可能性も否定できない。ちなみに，BV 法のために上流側での隆起速度が過小評価されていると

しても，その場合の傾動速度はより大きくなり,中国脊梁山地が南上がりの隆起運動を行ってきたこ

と自体には違いはない。 

（2）傾動速度の東西変化：千代川-土師川河谷に比べて,蒲生川流域がより東方に位置するために，

傾動速度が増加している可能性がある。さらに東方の兵庫県北西縁を北流する岸田川の中～上流域

はきわめて急峻で,著しく大きな比高をもつ河成段丘群が発達している。したがって，傾動速度が東

ほど大きくなっていることが予測され,岸田川流域を含めて傾動速度の東西変化の解明が待たれる。 

 

Ⅵ．中国山地の形成モデル 
 中国山地は，その中軸部を東西にのびる高度不連続［線状の地形高度急変帯］を境に，南側の吉

備高原と北側の中国脊梁山地に二分される（図 13・図 14）。吉備高原（小藤，1908）は海抜 300～

600m の隆起準平原で，北へ微傾斜していて，北縁部に津山，庄原，三次などの山間盆地群を形成す

る（Hujita, 1980）。山間盆地北縁には，脊梁山地側から供給された扇状地性の日本原層や甲立礫層

が分布し，これらの堆積物は高度不連続に沿う美作衝上や船佐・山内逆断層に断たれている（河合，

1957；今村ほか，1973）。中国脊梁山地は山頂高度 1,000～1,200m の開析が比較的進んだ山地で，前

述のように南縁部にはほぼ水平な小起伏面が残存していて（図 11），中北部は北へ緩やかに傾斜し

て日本海に没する（図 10，図 12）。 

 このような地形-地質特性をもつ中国山地の形成プロセスは，千代川-土師川河谷の段丘比高から

推論された中国脊梁山地の隆起様式（図９・図 10）にもとづくと，図 14 のようにモデル化される。

このモデルは，矢野・吉谷（1998）が提案した四国～紀伊山地を縦走する軸をもつ非対称アーチン

図 12 中国脊梁山地北部の傾動準平原（島根県中部の石見高原，独立峰は三瓶火山)。出雲市大社町稲佐の浜か

ら南西を望む（左が北，右が南［画像は左右反転］）。 
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グの北翼部の地殻変形とみられ，日本の島弧-海溝系を形成したアーチテクトニクス（Yano and 

Kubota, 2002；矢野，2009b）の一環として説明される。 

 中国山地形成モデル（図 14）の４つのステージの年代や変位量の詳細については，よくわかって

いない。活断層研究会編（1991）は，美作衝上に沿って長さ 17km の那岐山断層（確実度Ⅱ，活動度

B）の存在を推定し，北側ブロックの相対的隆起量を 700m と見積もっている。小倉（2004）は，津

山盆地北縁に分布する緩斜面堆積層（河合，1957 の日本原層）の堆積面を 10 面に区分し，６層の

広域テフラを認めた。下位から第９面にあたる N-1 面は 190±60ka FT（木村ほか，1999）の奥津軽

  

図 13 中国山地東部を横断する地形断面線（方向は N4°W-S4°E）。地形投影断面は図 14-4，破線枠内の地形

投影断面は図 10-B. 

  

図 14 中国山地の形成モデル。1：準平原(鮮新世)，2：南上がりの傾動運動のはじまり（更新世前期），3：断層

ブロック化と山地・高原の隆起(更新世中期)，３：現在(前面の曲線群は地形投影断面：断面線は図 13).  
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石（岡田，1996）に覆われていること，各堆積面はおもに古気候変動に支配されて形成されていて，

地殻運動の関与は小さいことを明らかにした。これらの事実は，那岐山断層の主要活動期が少なく

とも 0.2Ma 以前に遡ることを示し，鳥取県東部の水系に広く認められる旧輪廻の谷や顕著な遷急点

（豊島，1955, 1982；稗田・矢野，2012 の図２・図４；本稿の図５-5，-6，図６）とともに，第四

紀後期における中国脊梁山地の隆起運動が等速度ではなく，段階的に進行したことを物語る。 

 中国山地の地形をめぐって前世紀初頭以来多くの研究（たとえば，小藤，1908；大塚，1942；多  

井，1975）が行われてきた。中国山地には先第四系基盤岩類が広く露出し，第四紀堆積物が乏しい

ために地殻変動の定量化や編年が困難であるが，地形発達史研究の新たな展開には，詳細な地形学

的研究に加えて，山地内部に散在する第四紀堆積物の層序・編年・堆積相解析をはじめとする地質

学的研究が不可欠であろう。

Ⅶ．結論 

 本研究では，鳥取県東部の千代川-土師川河谷において，①地形特性を解明し，②河成段丘面の区

分・分布・編年・対比を明らかにするとともに，③BV 法によって鉛直地殻変動量を見積もり，④中

国脊梁山地の形成プロセスを考察した。主な結論は，以下のとおりである。 

1）千代川-土師川河谷の地形は４つの狭窄部と２つの遷急点によって特徴づけられ（図１～図３），

それらは，流域の地質構成（とくに耐食性岩石の分布）と下流部における海面変動性河床変動に由

来する。 

2）河成段丘は,低位のものから，向国安面・河原面・木原面・長瀬面・埴師面・穂見面・天木面・

板井原面群に区分される（図４～図６）。河原面は縄文海進（MIS 1）につづく高海水準期に，木原

面は最終氷期（MIS 2）に，長瀬面はおそらく MIS 4（60～70ka）に，穂見面は最終間氷期（MIS 5.5）

に，それぞれ形成されたと推論される（表１）。 

3）千代川-土師川河谷の中流域における最近の約 12 万年間（MIS 5.5～MIS 1）における鉛直地殻変

動は南上がりの傾動を示し，勾配は 0.16°（図９），平均傾動速度は 1.3°/106y と算出される。 

4）地形投影面に示される中国脊梁山地の小起伏面は北へ緩傾斜（2.0°～0.57°）していて，南ほど

傾斜角が小さい（図 10）。平均傾動速度にもとづいて単純計算すると，傾動開始年代は 0.61～1.08Ma

となり，日本列島の地形起伏が第四紀後期に急増したという多くの見解と調和的である。 

5） 中国脊梁山地の隆起様式にもとづくと，中国山地の形成プロセスは図 14 のようにモデル化され，

四国～紀伊山地を縦走する軸をもつ非対称アーチングの北翼部の地殻変形とみられる。鳥取県東部

に広く認められる「旧輪廻の谷」や那岐山山麓の扇状地性堆積物とその堆積年代は，第四紀後期に

おける中国脊梁山地の隆起運動が段階的に進行したことを物語る。  
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